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令和８年６月発行（2）第 155 号

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました 令
和
８
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
、
３

月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の
９
日
間
の
日
程

で
開
か
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
、
条
例
の
制
定
・
全

部
改
正
・
一
部
改
正
、
契
約
の
締
結
・
一

部
変
更
、
町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
、
土

地
の
売
払
い
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
、

令
和
８
年
度
当
初
予
算
、
副
町
長
の
選
任

な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和８年度一般会計当初予算

総額375億円

会　　　　　　計 予　　算　　額 前　年　度　比

一　 般　 会　 計 ３７５億円 ２１２億６千万円 ↗

特  

別  

会  

計

国 民 健 康 保 険 １３億２４７万３千円 １，０８４万１千円 ↗

公有 林 整 備 事 業 ７７万２千円 ２９万２千円 ↘

介 護 保 険 ９億９，２０３万５千円 ３，１３２万５千円 ↘

後 期 高 齢 者 医 療 １億１，７２２万円 １，７５５万円 ↗

下水道事業会計 １２億５，０６８万９千円 ３億１，５７２万７千円 ↗

前年度より212億６千万円前年度より212億６千万円　　

☟☟

UPUP

※
詳
し
い
内
容
は
広
報
ふ
た
ば
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

契約の締結

●目　　　的　�双葉町駅西地区西エリア宅地利活
用事業に係る土地の売払のため

●土地の所在　 �双葉町大字長塚字蛭子堂１番９外５筆
●土地の面積　８，７６１．０８㎡
●売 払 金 額　１３６，５５０，０００円
●相    手    先　�東京都千代田区飯田橋
　　　　　　　 三丁目１３番１号
　　　　　　　 �大和ハウス工業株式会社
　　　　　　　 支配人　片岡　幸和

土地の売払い

双葉町副町長の選任（再任）
（任期：令和８年４月１日～令和12年３月31日）

・平
ひらいわ

岩　邦
くに

弘
ひろ

　氏

人事

　事業費の確定等により多くの会計、科目で
減額補正となりました。
　　　　６億５，７２９万６千円減
　　　　（総額２１７億２，６８２万円）

令和７年度　一般会計補正予算

●目　　的　�既存ストック施設
　　　　　　（旧東邦銀行双葉支店）
　　　　　　改修工事

●方　　法　指名競争入札

●金　　額　３５６，４００，０００円

●相  手  方　双葉町大字中野字高田１番地１
　　　　　　双葉町産業交流センター内　404号
　　　　　　日興建設株式会社　福島支店
　　　　　　支店長　杉本　明

●目　　的　下水道管路復旧工事(下長塚地区開削)

●方　　法　指名競争入札

●金　　額　１４５，７５０，０００円

●相  手  方　双葉町大字中野字堂ノ前１番地
　　　　　　勝山工業株式会社
　　　　　　代表取締役　勝山　広幸



第 155 号（3）令和８年６月発行

第１回
定　例　会

３月10日～18日
このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

●令和８年度東日本大震災等による被災者に対する町税等の減免に関する条例の制定
　　東日本大震災及び原子力災害により被災した納税義務者の税負担等の軽減を図るため制定。
●双葉町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
　�　こども誰でも通園制度の創設に伴い、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定めるため

制定。
●双葉町文化財保護審議会条例の制定
　�　文化財の保存及び活用に関する重要事項について調査審議を行う審議会を設置するため制定。
●双葉町文化財保護条例の全部改正
　�　双葉町文化財保護審議会を設置することに伴い改正。
●双葉町公告式条例の一部改正
　�　アナログ規制の見直しに関する地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、公示事項を町ホーム

ページで閲覧できるようにするため改正。
●�双葉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人

番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
　�　個人番号を利用する事務を追加するため改正。
●特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
　�　近年の監査業務の高度化・専門化などを踏まえ、監査委員の職責及び業務実態などを考慮し報酬額等を

改正。
●職員の給与に関する条例の一部改正
　�　国の人事院勧告及び福島県人事委員会勧告を踏まえ、通勤手当の支給限度額等を改正。
●職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
　�　災害応急作業に従事する職員の手当の範囲について改正。
●双葉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
　�　児童福祉法等の一部を改正する法律及び児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する

内閣府令に伴い、家庭的保育者を行う者に関する要件等の一部を改正。
●双葉町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
　�　児童福祉法の改正に伴い、文言等の整理を行うため改正。
●双葉町火入れに関する条例の一部改正
　�　双葉地方広域市町村圏組合火災予防条例の一部改正に伴い、文言等の整理を行うため改正。

条例の制定・全部改正・一部改正

契約の変更

●契約名
　双葉駅西地区住宅団地等整備
　事業業務委託契約
●契約金額
　変更前
　１５，５４０，０２５，０００円
　変更後
　２１，１７０，０００，０００円

●契約名
　双葉駅西側第一地区下水道施設
　整備事業業務委託契約
●契約金額
　変更前
　２６８，７００，０００円
　変更後
　１７６，１１２，９９５円

●契約名
　養液栽培施設敷地造成工事
　請負契約
●契約金額
　変更前
　１９８，０００，０００円
　変更後
　２１０，８９８，６００円
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【事  件  名】町の広報・広聴の現状について

【出席委員】山根辰洋委員長、渡部昭洋副委員長、
　　　　　  伊藤哲雄委員、岩本久人委員

【委員会開催日】令和７年12月10日、
　　　　　　　  令和８年１月22日、３月３日

【調査の内容】広報業務と広聴業務について、
　　　　　　  �現状や課題、今度の取組方針など

のヒアリングを実施

【調査を受けての委員会提案】
　①広報・広聴の中期戦略の策定
　②媒体の役割と効果の明確化
　③「ふたばアプリ」の機能強化
　④行動につながる情報発信への転換
　⑤双方向型広聴の強化
　⑥実施体制とマネジメントの強化

総務教育常任委員会委員長報告

　双葉運動公園の整備に伴い関係する道路を整理
するため、道路法第10条第１項の規定に基づき廃
止するもの

町道路線の廃止

　双葉運動公園及び双葉駅西側地区の整備に伴い
関係する道路を整理するため、道路法第８条第１
項の規定に基づき認定するもの

町道路線の認定

路線
番号 路線名

起点
備考：総延長

終点

336 谷沢町・
羽山前線

大字長塚字谷沢町
215番１地先　から

1,579.9ｍ
大字中野字羽山前
66番１地先　まで

路線
番号 路線名

起点
備考：総延長

終点

336 谷沢町・
堂ノ前線

大字長塚字谷沢町
215番１地先　から

1,070.0ｍ
大字中野字堂ノ前
１番地先　まで

537 駅西
４号線

大字長塚字深谷
４番４地先　から

103.1ｍ
大字長塚字深谷
11番２地先　まで

538 東舘・
深谷線

大字新山字東舘
233番２地先　から

126.9ｍ
大字長塚字深谷
247番２地先　まで

539 深谷線

大字長塚字深谷
48番１地先　から

310.0ｍ
大字長塚字深谷
59番２地先

質
疑
内
容

令
和
８
年
度
双
葉
町

一
般
会
計
予
算

≪

総
務
費≫

【
問
】
山
根
辰
洋

　

新
規
関
係
人
口
創
出
情

報
発
信
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
、
町
の
出
資
会
社
が

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
す

る
こ
と
は
公
平
性
の
観
点

か
ら
問
題
な
い
の
か
、
ま

た
受
託
事
業
者
の
情
報
発

信
の
中
で
自
主
事
業
へ
の

誘
導
が
あ
る
の
で
は
と
の

懸
念
が
あ
る
が
、
町
で
は

認
識
し
て
い
る
の
か
。

【
説
明
】
復
興
推
進
課
長

　

公
平
性
の
観
点
か
ら
問

題
は
な
い
と
の
認
識
で
あ

る
。
受
託
事
業
者
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
適
切
に

な
さ
れ
る
よ
う
要
綱
を
検

討
す
る
際
に
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
高
萩
文
孝

　

英
国
訪
問
の
特
別
旅
費

に
つ
い
て
、
何
年
前
か
ら

は
じ
ま
り
、
効
果
は
何
が

あ
っ
た
の
か
、
い
つ
ま
で

継
続
す
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
町
長

　

４
年
前
か
ら
友
好
盟
約

の
締
結
の
た
め
に
行
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
覚
書
の
取
り

交
わ
し
ま
で
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
他
市
町
村
の
先

例
か
ら
10
年
を
１
つ
の
目

安
と
し
て
考
え
て
い
る
。

≪

衛
生
費≫

【
問
】
高
萩
文
孝

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
町
の
感
染
症
対
策
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長
は
、

学
び
の
姿
勢
を
町
民
の
見

本
と
し
て
お
示
し
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

【
答
】
町
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
国
の
制
度
に
基
づ
き

医
師
が
問
診
や
診
療
を
行

う
と
と
も
に
、
予
診
票
で

本
人
の
意
思
を
確
認
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

≪

教
育
費≫

【
問
】
菅
野
博
紀

　

新
成
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
と
は
た
ち
を
祝
う
会
が

同
時
に
開
催
さ
れ
る
理
由

を
伺
う
。
野
馬
追
事
業
に

つ
い
て
、
町
民
の
野
馬
追

人
口
が
減
っ
て
い
る
の
で
、

町
立
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
体
験
さ
せ
る
な
ど
の
機

会
を
与
え
て
は
ど
う
か
。

【
答
】
教
育
長

　

は
た
ち
を
祝
う
会
に
つ

い
て
は
、
９
月
開
催
が
基

本
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

な
る
べ
く
多
く
の
二
十
歳

の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
野

馬
追
に
関
し
て
は
、
ふ
る

さ
と
の
文
化
に
触
れ
ら
れ

る
よ
う
な
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

 

討
論 

反　

対

高
萩
文
孝
：
町
長
の
答
弁

に
一
貫
性
が
な
い
と
感
じ

た
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
予

算
計
上
に
反
対
で
あ
る
。

賛　

成

菅
野
博
紀
：
学
校
教
育
等

の
予
算
が
ス
ト
ッ
プ
し
て

し
ま
う
と
町
の
復
興
が
後

戻
り
し
て
し
ま
う
の
で
、

賛
成
で
あ
る
。

　

令
和
８
年
第
１
回
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
の
審
議
に
お
い
て
、
主
な
質
疑
内
容
と
討
論
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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３月定例会の採決状況３月定例会の採決状況

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

渡
部 

昭
洋

山
根 

辰
洋

小
川 

貴
永

伊
藤 
哲
雄

作
本 

信
一

菅
野 

博
紀

高
萩 

文
孝

岩
本 

久
人

専決処分の承認について
専決第１号　令和７年度双葉町一般会計補正予算（第５号） 原 案 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年度東日本大震災等による被災者に対する町税
等の減免に関する条例の制定について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町文化財保護審議会条例の制定について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町文化財保護条例の全部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町公告式条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

職員の給与に関する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉町火入れに関する条例の一部改正について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

既存ストック施設（旧東邦銀行双葉支店）改修工事請
負契約の締結について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

下水道管路復旧工事（下長塚地区開削）請負契約の締
結について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉駅西地区住宅団地等整備事業業務委託契約の一部変更
について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

双葉駅西側第一地区下水道施設整備事業業務委託契約
の一部変更について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

養液栽培施設敷地造成工事請負契約の一部変更について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道路線の廃止について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町道路線の認定について 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

土地の売払いについて 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町一般会計補正予算（第６号） 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度双葉町下水道事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年度双葉町一般会計予算 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● －

令和８年度双葉町国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年度双葉町公有林整備事業特別会計予算 原 案 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

令和８年度双葉町介護保険特別会計予算 原 案 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

令和８年度双葉町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

令和８年度双葉町下水道事業会計予算 原 案 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

双葉町副町長の選任について 同 意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席



令和８年６月発行（6）第 155 号

一般
質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただ
すものです。
　ここでは３月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目した
い質問を取り上げます。

町政町政にに切切りり込込む !む !

【 山根 辰洋 議員 】
１．特定帰還居住区域の下水道事業について

２．少額で多様な補助金制度の創設について

【 高萩 文孝 議員 】
１．双葉町のワクチン接種事業について

２．特定帰還居住区域の避難指示解除に向けた進捗について

３．復興まちづくり計画（第三次）について

４．双葉町こども計画について

【 菅野 博紀 議員 】
１．原子力損害賠償について 

２．福島第一原子力発電所の廃炉作業について

注目

注目

注目
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答 問
現
時
点
で
は
費
用
対
効
果
か
ら
維
持
方
針
と
し
て
い
る

町
内
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
人
口
規
模
等
を
見
据
え
、

事
業
区
域
の
見
直
し
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

山根 辰洋 議員

動画でも視聴可能です。

●�

特
定
帰
還
居
住
区
域
の

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
　
問

　

帰
還
困
難
区
域
の
避
難
指

示
解
除
要
件
に
は
生
活
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
含
ま
れ
る
と

い
う
認
識
で
あ
る
が
、
現
在

整
備
が
進
む
特
定
帰
還
居
住

区
域
に
お
い
て
も
旧
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
同
様
、
下

水
道
復
旧
は
前
提
と
な
る
の

か
。
ま
た
、
現
在
の
稼
働
状

況
や
不
明
水
対
策
の
課
題
を

踏
ま
え
る
と
、
全
面
復
旧
は

将
来
的
な
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
増
大
に
つ
な
が
る
懸
念
が

あ
る
。
人
口
規
模
や
費
用
を

見
据
え
、
事
業
区
域
の
見
直

し
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　

生
活
イ
ン
フ
ラ
は
電
気
・

ガ
ス
・
上
下
水
道
・
交
通
・

通
信
等
と
さ
れ
、
下
水
に
つ

い
て
は
適
切
な
排
水
設
備
の

整
備
が
要
件
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
諸
条
件
を
踏

ま
え
下
水
道
復
旧
を
進
め
て

い
る
。
区
域
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
浄
化
槽
へ
切
替
え
た

場
合
、
既
存
管
の
撤
去
義
務

が
生
じ
費
用
も
同
程
度
と
見

込
ま
れ
る
。
加
え
て
、
国
庫

補
助
や
交
付
税
措
置
、
浄
化

槽
コ
ス
ト
、
事
業
者
の
有
無
、

地
価
へ
の
影
響
や
住
民
感

情
、
利
便
性
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
下
水
道
復
旧
の
方

針
と
し
て
い
る
。

再
質
問

　

国
交
省
の
試
算
で
は
下
水

道
事
業
は
一
定
の
人
口
密
度

を
要
す
る
。
人
口
集
約
が

進
め
ば
成
立
の
可
能
性
は

あ
る
も
の
の
、
現
状
で
は
見

通
し
は
不
透
明
で
あ
る
。
ま

た
、
震
災
前
の
都
市
計
画
は

前
提
が
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
過
程

で
、
効
率
的
な
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。
密
集
地
域
は
下
水
道
、

そ
れ
以
外
は
浄
化
槽
と
い
っ

た
柔
軟
な
手
法
も
含
め
、
国
・

県
と
と
も
に
持
続
可
能
な
在

り
方
を
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

生
活
環
境
整
備
を
前
提

に
、
人
口
増
に
も
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
震
災
前
は
県

内
で
も
高
い
普
及
率
で
あ
っ

た
。
密
集
地
の
み
下
水
道
と

す
る
案
も
検
討
し
た
が
、
切

替
え
に
は
既
存
管
の
撤
去
費

用
が
伴
い
、
総
合
的
に
下
水

道
継
続
が
町
の
負
担
は
小
さ

い
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
浄

化
槽
は
設
置
費
に
加
え
年
約

７
万
円
の
維
持
費
が
個
人
負

担
と
な
る
た
め
、
下
水
道
の

方
が
負
担
の
平
準
化
が
図
ら

れ
る
。
現
時
点
で
は
費
用
対

効
果
か
ら
維
持
方
針
と
し
て

い
る
。再

々
質
問

　

避
難
指
示
解
除
ま
で
15
年

を
要
し
、
段
階
的
に
見
直
す

機
会
が
失
わ
れ
た
点
は
震
災

の
影
響
で
あ
り
、
国
と
の
協

議
で
一
定
の
配
慮
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
下
水

道
管
の
廃
棄
物
処
理
も
含
め

た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
位
置

付
け
る
こ
と
や
、
浄
化
槽

導
入
時
の
個
人
負
担
軽
減
な

ど
、
帰
還
促
進
と
連
動
し
た

柔
軟
な
制
度
も
考
え
ら
れ

る
。
将
来
負
担
が
過
大
と
な

れ
ば
持
続
性
に
課
題
を
残

す
。
20
年
先
を
見
据
え
た
イ

ン
フ
ラ
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る

の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

現
方
針
は
国
の
判
断
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
受
益
者

負
担
の
公
平
性
を
損
な
わ
な

い
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
一

方
で
、
人
口
推
移
は
不
透
明

で
あ
り
、
将
来
負
担
を
抑
え

る
持
続
可
能
な
在
り
方
は
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
現
時
点
で
具
体
的
な
国

と
の
協
議
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
制
度
の
柔
軟
な
運
用
も

含
め
、
協
議
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

＜山根議員のその他の質問（概要）＞
●�少額で多様な補助金制度の創設について
質　　問：他自治体ではコミュニティ補助やチャレンジ補助、同窓会補助などが担

い手創出や関係人口の拡大に寄与している。一方、本町は既存制度中心
で、新たな活動主体に十分対応できていないのではないかと考えるがい
かがか。

町長答弁：�他自治体の取組は認識しており、コミュニティ形成や人材育成に有効と
考える。一方で、単発イベント化や申請件数の低迷といった課題もあり、
制度創設は慎重に検討する必要がある。当面はコワーキング等の拠点整
備や既存事業との連携を重視する。

再  質  問： �同窓会補助は帰還や来訪の契機として有効であり、キーマンの把握やコ
ミュニティ窓口の整備が重要である。また、復興支援員制度の活用変化、
支援の在り方や体制、拠点活用の具体像について伺う。

町長答弁：少額補助制度は必要性を踏まえ引き続き検討する。コワーキング等を拠
点に人や情報をつなぐ機能を整備し、コミュニティ支援の在り方につい
ても今後検討を進める。
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答 問
復
興
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
が
、
町
内
全
域
の
避
難
指
示

解
除
、
住
宅
不
足
、
医
療
福
祉
体
制
の
強
化
、
農
業
の
再
生

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画（
第
三
次
）
の

評
価
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う

高萩 文孝 議員

動画でも視聴可能です。

●�

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
第
三
次
）
に
つ
い
て

質
　
問

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
第
三
次
）
の
４
年
間
の
総

括
に
つ
い
て
町
長
の
評
価
を

問
う
と
と
も
に
、
５
つ
の
分

野
の
基
本
施
策
に
つ
い
て
現

状
課
題
と
残
り
１
年
の
対
応

方
針
を
伺
う
。
併
せ
て
教
育

長
に
教
育
分
野
の
評
価
と
今

後
の
対
応
、
課
題
認
識
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

　

産
業
拠
点
の
整
備
や
企
業

立
地
の
進
展
、
住
宅
整
備
や

商
業
施
設
の
開
業
な
ど
に
よ

り
生
活
環
境
が
向
上
し
、
復

興
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る

と
考
え
る
。
一
方
で
、
帰
還

困
難
区
域
の
避
難
指
示
解

除
、
住
宅
不
足
、
医
療
・
介

護
人
材
の
確
保
、
農
業
再
生

な
ど
が
課
題
と
し
、
残
り
１

年
は
住
宅
支
援
や
産
業
基
盤

の
拡
充
、
医
療
福
祉
体
制
の

強
化
、
教
育
施
設
整
備
、
交

流
拠
点
の
整
備
な
ど
を
進
め

る
。教

育
長
答
弁

　

教
育
施
設
整
備
や
生
涯
学

習
、
文
化
活
動
の
充
実
に
よ

り
前
進
し
て
い
る
と
考
え

る
。
今
後
は
学
校
再
開
に
向

け
た
環
境
整
備
や
児
童
生
徒

の
ケ
ア
、
子
育
て
支
援
、
文

化
財
の
保
存
と
担
い
手
確
保

に
取
り
組
む
。

再
質
問

　

清
戸
迫
古
墳
の
保
存
・
活

用
に
つ
い
て
は
後
世
に
残
す

重
要
課
題
で
あ
り
、
学
校
再

開
と
並
行
し
て
ス
ピ
ー
ド
感

あ
る
対
応
が
必
要
と
考
え

る
。
国
と
の
連
携
や
予
算
確

保
を
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う

に
迅
速
に
進
め
て
い
く
の
か

教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
答
弁

　

清
戸
迫
横
穴
墓
群
は
拡
大

指
定
に
向
け
保
存
活
用
計
画

を
策
定
中
で
、
新
た
な
発
見

も
踏
ま
え
調
査
を
進
め
て
い

る
。
令
和
８
年
度
予
算
に
も

計
上
し
、
文
化
庁
と
連
携
し

な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
む
。　

＜高萩議員のその他の質問（概要）＞
●�双葉町のワクチン接種事業について
質　　問：ワクチン被害の町内実態と勉強会参加の意思と時期を伺う。
町長答弁：�町把握の被害申出は１件、国は安全性に重大な懸念なしと評価している。

勉強会への参加可否の回答は控える。
再  質  問：勉強会へ不参加で町民の命を守れるのか。
町長答弁：安全性は国が評価しており、接種は個人の判断。被害は国が対応すると

認識している。
再々質問：勉強会に出席できない理由を伺う。
町長答弁：国事業であり判断は国が担うと考え、参加可否は回答を控える。

●特定帰還居住区域の避難指示解除に向けた進捗について
質　　問：残期間４年を踏まえた帰還促進の進め方を伺う。
町長答弁：除染や解体、インフラ復旧を関係機関との連携で加速し、解除と帰還実

現を目指す。
再  質  問：除染等の具体的加速策と国との協議方針を伺う。
町長答弁：解除の実現を図るとともに国へ具体的な時期の明示を要望する。

●双葉町こども計画について
質　　　問：こども計画１年目の評価と課題、今後の対応を伺う。 
町 長 答 弁：�支援体制の整備は進展したが、家庭環境の変化に伴う支援ニーズ増加

が課題。
教育長答弁：�町内での交流活動を充実させた。子育てや教育の相談体制の強化が

課題。
再　質　問：子ども最優先の育成方針を伺う。
町 長 答 弁：子どもの可能性を伸ばす経験・交流機会の充実を図る。
教育長答弁：子ども中心の学校づくりと教育人材の確保に取り組む。
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●�

原
子
力
損
害
賠
償
に

　
つ
い
て

質
　
問

　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審

査
会
の
対
応
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
責
任
は
文
部
科
学
省

に
あ
る
と
思
う
が
、
文
部
科

学
省
に
対
す
る
要
望
等
は
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長
答
弁

　

前
回
、
議
員
か
ら
ご
提
案

を
い
た
だ
い
た
際
に
文
部
科

学
大
臣
へ
の
要
望
も
視
野
に

機
会
を
と
ら
え
て
要
望
を
継

続
す
る
と
回
答
し
た
が
、
３

月
の
文
部
科
学
大
臣
の
町
内

視
察
の
際
に
は
、
双
葉
町
は

被
災
12
市
町
村
で
最
も
遅
く

帰
還
を
は
た
し
た
自
治
体
で

あ
る
こ
と
、
い
ま
だ
多
く
の

町
民
が
避
難
先
で
生
活
し
て

い
る
実
情
を
考
慮
し
、
適
切

な
賠
償
と
な
る
よ
う
直
接
申

し
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
か
ら
15

年
が
経
過
し
、
い
ま
だ
故
郷

に
帰
還
で
き
な
い
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
労
苦
、
そ

し
て
双
葉
町
に
帰
る
こ
と
を

信
じ
て
志
半
ば
で
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
無
念

を
心
に
刻
み
、
原
子
力
損
害

賠
償
紛
争
審
査
会
は
も
と
よ

り
、
文
部
科
学
省
へ
の
要
望

も
機
会
を
と
ら
え
て
実
施
し

て
い
く
。

再
質
問

　

損
害
賠
償
に
関
し
て
は
、

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
は
要
望
を
受
け
入
れ
て
く

れ
な
い
。
農
業
に
し
て
も
商

工
業
に
し
て
も
十
分
な
賠
償

は
な
さ
れ
ず
、
当
事
者
の
東

京
電
力
で
さ
え
、
人
の
せ
い

に
し
て
い
る
。
東
京
電
力
の

小
早
川
社
長
が
１
月
に
来
庁

し
た
が
、
原
子
力
損
害
賠

償
、
町
の
復
興
、
復
旧
へ
の

誠
意
あ
る
協
力
は
期
待
で
き

な
い
と
思
う
。
誠
意
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
文
部
科
学
大

臣
に
訴
え
、
被
害
者
で
あ
る

町
民
の
声
を
聴
い
て
も
ら
う

よ
う
に
要
望
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
町
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

町
長
答
弁

　

東
京
電
力
の
町
へ
の
協
力

が
足
り
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と
の
ご
指
摘
で
あ
る

が
、
協
力
が
足
り
て
い
る
も

の
と
足
り
て
い
な
い
も
の
が

あ
る
。
東
京
電
力
の
原
田
に

あ
る
独
身
寮
の
入
居
者
は
町

の
人
口
増
に
貢
献
し
て
い
る

し
、
復
興
本
社
の
町
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
の
常
駐
、
社

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
員

の
方
で
町
に
貢
献
し
て
く
れ

る
方
が
大
勢
い
る
。

　

一
方
で
、
原
子
力
損
害
賠

償
に
つ
い
て
は
要
求
書
を
手

交
し
て
も
、
町
が
思
う
よ
う

な
回
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い

の
も
事
実
で
あ
る
。

　

今
月
、
文
部
科
学
大
臣
の

町
内
視
察
の
際
に
は
し
っ
か

り
と
大
臣
に
お
願
い
を
し

た
。
今
後
は
、
担
当
課
と
文

部
科
学
省
の
担
当
の
方
で
交

渉
を
し
て
、
少
し
で
も
町
民

の
皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
賠

償
の
取
組
を
進
め
た
い
。
ま

た
、
今
後
と
も
こ
と
あ
る
ご

と
に
文
部
科
学
省
に
足
を
運

ん
で
、
原
子
力
損
害
賠
償
を

中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

＜菅野議員のその他の質問（概要）＞
●�福島第一原子力発電所の廃炉作業について
質　　問：福島第一原子力発電所を議会で視察した際に廃炉作業の終了時期につい

て質問したが納得できる返答はなく、いまだ明確な廃炉時期が示されな
いことについて町はどのように考えているのか伺う。

町長答弁：施設等の老朽化や整備不良に起因する事故などにより廃炉作業が停滞す
ることはあってはならないと強く指摘する一方、安全を最優先に廃炉作
業を貫徹するよう求めていく考えである。 

再  質  問：�当町は処理水の放出など協力しているのに、廃炉も地元の工事事業者には
ほとんどまわってこない。処理水に関して税金の質問をしても誠意のない
回答であった。もうすでに15年も経過しているのだから、進捗状況につい
てもう少し具体的に示す時期にきていると思うが、どうお考えか。

町長答弁：処理水に関しても、廃炉に関することは町としてできるだけ協力したい
と思いやってきた。実態に即した原子力損害賠償と、安心安全な廃炉を
確実に行っていただきたい。

再々質問：町は誠意のある対応をしているのだから、損害賠償について文科省に要
望していただきたい。

町長答弁：これまでの議会との連携した取組を忘れることなく、今後とも取り組ん
でいきたい。

答 問
町
内
視
察
の
際
に
大
臣
に
直
接
お
願
い
し
て
い
る
が
、
今
後
も

町
と
文
部
科
学
省
の
担
当
で
交
渉
し
賠
償
の
取
組
を
進
め
た
い

原
子
力
損
害
賠
償
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
に
直
接
要
望
す
る

考
え
が
あ
る
か
伺
う

菅野 博紀 議員

動画でも視聴可能です。
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令和８年第２回議会臨時会　４月21日令和８年第２回議会臨時会　４月21日

●双葉町行政組織規則の改正について【総務課】
●中間貯蔵施設事業の状況等について【環境省】

全員協議会　全員協議会　

３月18日３月18日
議会の定例会は年４回
（３月、６月、９月、12月）

開催されます。
　傍聴もできますのでお気軽に
お越しください。
　６月定例会の日程は、ホーム
ページでお知らせいたします。

【お問い合わせ先】　
議会事務局　☎0240-33-0309

●双葉町税条例の一部改正
　�　地方税法施行令等の一部を改正する政令の

施行に伴い、町税の課税事務において所要の
整備を行うため改正。

●双葉町国民健康保険税条例の一部改正
　�　地方税法施行令等の一部を改正する政令の

施行に伴い、国民健康保険税の課税事務にお
いて所要の整備を行うため改正。

条例等の改正

目　　的　下水道管路復旧工事(下長塚地区推進)

方　　法　指名競争入札

金　　額　８１，４００，０００円

相  手  方　双葉町大字長塚字町48番地
　　　　　田中建設株式会社
　　　　　代表取締役社長　木下　弘行

契約の締結

○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席

件　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

議
決
結
果

渡
部 

昭
洋

山
根 

辰
洋

小
川 

貴
永

伊
藤 

哲
雄

作
本 

信
一

菅
野 

博
紀

高
萩 

文
孝

岩
本 

久
人

専決処分の承認について
専決第２号　双葉町税条例の一部改正について 原 案 承 認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

専決処分の承認について
専決第３号　双葉町国民健康保険税条例の一部
改正について

原 案 承 認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

下水道管路復旧工事(下長塚地区推進)請負契約
の締結について 原 案 可 決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
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いわき市議会（会派：政風会）行政視察いわき市議会（会派：政風会）行政視察

議会のうごき（３月～５月）写真版議会のうごき（３月～５月）写真版

　３月25日、いわき市議会（会派：政風会）
の行政視察が行われました。

【説明事項】
・双葉町の現状について

３月10日
令和８年第１回議会定例会（開会前の黙とう）

３月14日
双葉駅東地区商業施設飲食店オープニングセレモニー

４月６日
行幸啓

３月11日
東日本大震災慰霊碑除幕式

４月６日
双葉中学校入学式

４月18日
加須市　騎西藤まつり
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新
緑
が
ま
ぶ
し
い
初
夏
を
迎
え
、
町
内

で
は
人
の
動
き
や
日
々
の
営
み
が
少
し
ず

つ
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
復

興
の
歩
み
も
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
５
月

に
は
福
島
県
復
興
祈
念
公
園
が
町
内
に

オ
ー
プ
ン
し
、
新
た
な
交
流
の
場
と
し
て

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予
算
や
各

種
施
策
が
審
議
さ
れ
、
今
後
の
町
づ
く
り

に
向
け
た
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
う
え
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
ふ
た
ば
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
渡
部
）

【
編
集
委
員
会
】委 

員 

長　

渡
部　

昭
洋

　
　
　

副
委
員
長　

小
川　

貴
永

　
　

委　
　

員　

作
本　

信
一

　
　

委　
　

員　

山
根　

辰
洋

編
集
後
記

双葉町議会事務局
電話:0240-33-0309
FAX:0240-33-0310
メールアドレス:
gikai@town.futaba.fukushima.jp

議会だよりへの議会だよりへの
ご意見･ご感想ご意見･ご感想をを
お寄せください。お寄せください。

議
会
の
う
ご
き

３ 
月

１
日　

県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

　
　
　

卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　

松
本
洋
平
文
部
科
学
大
臣
町
内
視
察

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

４
日　

酒
井
庸
行
国
土
交
通
副
大
臣
町
内
視
察

10
日
～
18
日

　
　
　

令
和
８
年
第
１
回
議
会
定
例
会

　
　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

11
日　

東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
除
幕
式

13
日　

町
立
双
葉
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

14
日　

双
葉
駅
東
地
区
商
業
施
設
飲
食
店

　
　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

23
日　

町
立
双
葉
南
・
北
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　

町
立
ふ
た
ば
幼
稚
園
修
了
証
書
授
与
式

　
　
　

復
興
町
民
委
員
会

25
日　

い
わ
き
市
議
会
（
会
派
：
政
風
会
）
町
内
視
察

29
日　

赤
澤
亮
正
経
済
産
業
大
臣
町
内
視
察

４ 

月

６
日　

町
立
双
葉
中
学
校
入
学
式

　
　
　

福
島
県
行
幸
啓

７
日　

双
葉
町
相
馬
流
れ
山
踊
り
保
存
会
総
会

　
　
　

双
葉
町
女
性
会
総
会

８
日　

県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

　
　
　

入
学
式

10
日　

議
会
全
員
協
議
会

11
日　

ふ
た
ば
桜
ま
つ
り

12
日　

福
島
県
消
防
協
会
双
葉
支
部
春
季
連
合
検
閲
式

15
日　

小
林
茂
樹
文
部
科
学
副
大
臣
町
内
視
察

18
日　

加
須
市
騎
西
藤
ま
つ
り

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

令
和
８
年
第
２
回
議
会
臨
時
会

22
日　

相
馬
妙
見
宮
初
發
神
社
春
の
例
祭

24
日　

双
葉
町
芸
術
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

５ 

月

３
日　

加
須
市
民
平
和
祭

９
日　

公
明
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加
速
化
本
部
町
内
視
察

　
　
　

標
葉
郷
騎
馬
会
供
奉
証
肩
証
交
付
・
出
陣
式

14
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
総
会

18
日　

FU
TATABI FU

TABA FU
KU

SH
IM

A 

開
業
記
念
式
典

19
日　

双
葉
町
商
工
会
総
会

20
日　

帰
還
困
難
区
域
を
抱
え
る
町
村
の
協
議
会

　
　
　

要
望
活
動

23
日　

標
葉
郷
野
馬
追
祭
出
陣
式

24
日　

双
葉
町
騎
馬
会
町
内
凱
旋
行
列

26
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

29
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　
　
　

定
例
会

　
　
　

双
葉
地
方
土
地
開
発
公
社
理
事
会

30
日　

双
葉
町
商
工
会
館
開
所
式


